
令和元年度 第３回理事会 開催報告  

 

インターネットの普及と企業活動の国際化に
よって、企業では「テレビ会議」を導入し、経費

削減と事業のスピードアップが進んでいます。 

全麺協は全国組織であり、重要事項を審議決

定する理事・監事は全国に所在しています。そ
のため｢理事会｣の開催には、旅費や会場費な

ど相当な経費が必要となります。また、理事・監

事も１～２日の時間を割いて理事会に出席する

ことになり、時間的な負担を負うことになります。 
これらの課題を解決する新たな取り組みとし

て、第３回理事会が「テレビ会議」によって開催

されました。会議の概要や感想など、初めてテ

レビ会議で開催された第３回理事会の概要についてご報告いたします。 

 

日  時  ：  １２月１２日(木) 午後１時半～ ５時２０分 
 

Web 会議 ： 全麺協本部(キー局)と各理事のパソコンを結んでのテレビ会議 
 

次 第  ： 中谷 理事長 開会あいさつ 

【報告事項】 

事務局 

  ①入退会の承認 ②会計中間報告 ③研修センター利用状況の報告 

  ④台湾交流事業の概要・成果の報告 ⑤基本問題審議会の開催報告 

  ⑥会員証・審査員証スマホアプリの使用について ⑦正会員実態調査の報告 
  ⑧全麺協顧問・参与の委嘱について ⑨モンゴル訪日団の受入れ報告 

広報渉外部 

  ①月刊誌「社会教育」掲載報告 ②全国青年大会そば打ち指導報告ほか 

 地域振興部 
  ①沖縄支援そば打ち指導報告 ②沖縄･初段位認定会開催予定について 

 段位認定部 

  ①全国認定会(四・五段位)開催状況の報告 

 段位普及部 

  ①技術指導講習会開催報告 ②郷土そば打ち記録映像(四国)報告 

 各支部報告 

  ①北海道支部 1)広域支部の課題 2)情報連絡 3)会員種別の多様化ほか 

  ②東日本支部 1)支部再編に伴う進捗状況について 

  ③中日本支部 平成２年度の活動予定について 

  ④西日本支部 1)沖縄・四国・九州の支援活動報告 2)四段位認定会 

【議題】 

 理事長 
  ①来年度重点項目について 

 事務局 

  ①定款の一部改正(理事定数の増)について…支部増加に伴う 

  ②支部規約の制定について 
  ③会員・会費制度検討委員会の設置について 

  ④2010 オリ・パラ支援について … 麺ロードの支援活動 

  ⑤国内旅費規程(日当)の改定 … 「最低賃金改正」に伴い 

テレビ会議による「第３回理事会 (本部局)」 



 

 段位認定部 

  ①段位認定制度の名称変更…「(一社)全麺協そば道段位認定制度」に変更 

  ②段位認定制度の名称変更に伴う関係諸規定の改正について 

  ③審査員制度の改正について 

  ④上位段認定制度について 

   1)六段位(蕎士)・七段位(准範士)・八段位(範士)認定制度運用要綱(案) 
   2)六段位(蕎士)認定選考会受験要綱・実施要項(案) 

  ⑤専門チーム員の改編替えについて 

  ⑥そば打ち主席指導員制度(仮称)の新設について 

  ⑦新年度の四・五段位認定会、認定講習会の開催予定について 
  ⑧段位認定会受験申込書の統一と認定会諸事情について 

 

 各支部から 
 

 今後の会議予定 

   第四回理事会 平成２年３月５日(木) 

 

《 テレビ会議に参加した各理事・監事 … 全員を撮影できませんでした。 》 

開催概要・感想 

  前記した通り、全麺協の重要事項を審議決定する理事は全国に所在しています。しかし、

｢理事会｣を開催すると相当な経費が要されました。また、理事会に出席する理事・監事も長

時間の移動時間を要するため、長時間にわたる拘束時間は出席者にとって負担でした。 

これらの課題を解決するために導入されたのが「テレビ会議システム」です。前回の理事会で

は、企業の担当者によるテレビ会議システムの説明がありましたが、実際に使用されたのは今

回の第３回理事会が最初でした。 

出席者が通信機材の扱いに不慣れなこともあって雑音が入ったり、通信環境の関係で映像
が映らないこともありました。しかし、これらは会議出席者が慣れることによって解決できることば

かりです。テレビ会議はトラブル無く非常に円滑に運営され、キー局が置かれている本部と会

議参加者との連携は、映像と音声によって非常にスムーズに効率よく行うことが出来ました。 

  今後はテレビ会議システムを活用して理事会の機能向上が図られ、全麺協の発展に大きな
役割を果たすことが期待されます。また、「全国認定会専門チーム員会議」でもテレビ会議開

催が予定され、会議の開催経費を抑えられながらも、綿密な会議や打ち合わせを行うことが

出来ます。「テレビ会議システム」は様々な利活用が予想され、大きな期待が持たれます。 

                                          (報告:広報渉外部 谷端) 


